
ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の

チ

ベ

ッ
ト
學

山

口

瑞

鳳

 

職

後
、

チ

ベ

ッ
ト

學

は
非

常

な
勢

で
獲

農

し

た
。

殊
に
、

中

國

が
チ

ベ

ッ
ト

を

そ

の
支

配

下

に

い

れ

て

か

ら
可

成

り

の
数

の
チ

ベ

ッ
ト
人

が
國

外

に

亡
命

し
、

彼

等

の
う

ち

か

ら
特

に
選

ば

れ

た
人

々
が
各

國

に
流

れ
出

て
夫

々

の
國

で

こ

の
學

問

の
進

歩

に
貢

鰍

し

た
。

ロ

ッ
ク

フ

ェ
ラ
ー
財

團

が
援

助

し

て
各

地

に

チ

ベ

ッ

ト
學

研

究

セ

ン
タ

ー
を

設

け

た

が
、

そ

の
も

た

ら

し

た
寄

與

は

ま

こ
と

に
大

き

い
も

の

が
あ

つ

た
。

今

日

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で
は
、

チ

ベ

ッ

ト
學
 
T
ib
e
-

to
lo
g
ie
 と

か

チ

ベ

ッ

ト

學

者
 
T
ib
S
t
o
lo
g
u
e
 と

い

つ

て
も
、

別
段

人

に
あ

や

し

ま

れ
な

い

よ
う

な

言

葉

に
封

鷹

す

る
内

容

が

出

來

上

り

つ

つ
あ

る
。

チ

ベ

ッ

ト
學

が

一
戸

を

構

え

る
迄

に
護

達

し
た

こ
と

は
、

チ

ベ

ッ

ト
學

を
身

の
う

え

と
す

る
者

に

と

つ

て
は

ま

こ

と

に
ょ

ろ

こ

ば

し

い

こ
と

で
あ

る
。

 

從

來
、

殊

に
日

本

の

チ

ベ

ッ

ト
學

は
、

印

度

學

と

い
う

よ

り
、

む
し

ろ

イ

ン
ド
佛

敬

學

の
補

助

學

科

と

し

て

の
流

れ

が
そ

の
主

流

を

な

し

て
き

た
。

今

日

で

 
も
、

な
お
こ
の
實
状

は
攣

つ
て
い
な
い
。

し
か
し
、

他

方
に
も
う

一
つ
の
流

れ
が
あ

つ
た
。

そ
れ
は
東
洋

史

學

の

一
部
門

と
し
て
獲
展

し
た
も
の
で
あ
る
。
假

り
に
払剛
者
を

イ

ン
ド
學
-系

の
、
後
者
を

シ
ナ
學
・系

の

チ
ベ

ッ
ト
學

と
各

々
名

づ
け

て
お
こ
う
。

こ
れ
ら
に

共
通

に
起

つ
た
こ
と
は
、
補
助
學

と
し
て
の
追
求

で

は
、

い
つ
れ
の
系
統

の
チ
ベ

ッ
ト
學

で
も
、

も
は
や

何

も
新

し
い
こ
と
が
出

て
こ
な

い
と
こ
ろ
、

い
は
ば
、

 
頭
打

ち
の
状
態

に
至

つ
て
し
ま
つ
た
こ
と
で
あ
る
。

 
殊

に
、

イ

ン
ド
學
系

の
チ
ベ

ッ
ト
學

で
は
、

こ
の
兆

 
候

が
よ
り
歴
然

と
し
て
い
た
よ
う

に
思

わ
れ
る
。

大
禮
、

我

が
國

で
佛
教
學

と
い
え
ば
、
三
國
佛
教

 
と
構

し
て
、

イ

ン
ド
、

シ
ナ
、

日
本

の
佛
教
し
か
と

 
り

あ
げ

ら
れ
な

い
。
又
、

チ
ベ

ッ
ト
語

の
學
習
は
あ

 
つ
て
も
、

ヂ
ベ

ッ
ト
佛
教
研
究

の
た
め
で
あ

つ
た
こ

 
と
は
殆

ん
ど
な

か
つ
た
。

我

が
國

の
佛
教

と
直
接

の

 
つ
な
が
り

こ
そ
な

か
つ
た

が
、
歴
史
的

に
も
、
肚
會
的

 
に
も
非
常

に
大
き

い
役
割
を
果

し
た
チ
ペ
ッ
ト
佛
敢
、

更

に
、

イ

ン
ド
佛

教

末

期

の
す

べ
て
を

傳

え
、

そ

れ

ら

を

し

て

濁

自

の

獲

展

を

と
げ

さ

せ
た

チ

ベ

ッ

ト
佛

教
、

こ

の
研

究

を

な

い
が

し

ろ

に

し

て

一
騰
、

佛

教

一
般

を
語

る

こ

と

は
果

し

て
出

來

る

の

だ

ろ

う

か
。

 

こ

の
よ

う

な

反

省

に
立

つ

て
、

本

格

的

に
本

來

の

チ

ベ

ッ

ト
語

を

修

め
、

チ

ベ

ッ

ト
そ

の
も

の

の
宗

教
、

歴

史
、
肚

會
、
風

俗

等

の

一
般

に

つ

い

て
も

廣

い
す

ぐ

れ
た

認

識

を

も

ち

そ

の

上

で
各

自

の
專

攻

科

目
を

修

め

る

の

が
今

日

の

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
す

ぐ

れ

た

チ

ベ

ッ

ト
學

者

の
傾

向

で
あ

る
。

そ

の
典

型

と

し

て
例

え

ば
、

イ

ギ

リ

ス

で

は
、

ロ

ン

ド

ン
大

學

の
 
D
o
v
id
 S
m
e
ll
-

g
r
o
v
e
、オ

ッ

ク

ス

フ

ォ

ー

ド
大

學

の

J
.
 
E
.
 S
.
 Dr
i
-

v
e
r
、オ

ラ

ン
ダ

は

ラ
イ

デ

ン
大

學

の
 
J
.
 
W
.
 d
e
 J
o
-

m
g
、
フ

ラ

ン
ス
極

東

學

院

の
 
D
.
 S
e
y
f
a
r
t
 R
u
e
g
g
、

も

と

べ

ナ

レ

ス

の

サ

ン
ス

ク

リ

ッ

ト

大

學

の
 
H
e
r
-

b
e
r
t
 
V
.
 G
u
e
n
th
e
r
、

ド

イ

ッ
、

ミ

ユ

ン

ヘ

ン
大

學

の
 
H
e
l
m
u
t
 H
o
hf
f
man
m
 
の
諸

氏

を

墨

げ

る

こ

と
が

出

來

る
。

い
ず

れ

も
佛

教

學

者

で
は

あ

る

が
、

チ

ベ

ッ

ト

の
佛

教

を

通

じ

て
佛

敏

を

語

る
、

或

は
、

佛

教

學

上

の
如

何

な

る

問

題

も
、

チ

ベ

ッ
ト

佛

敏

の

中

で
吟

味

す

る

の
を

怠

ら

な

い
し
、

又
、

そ

れ

が
出

來

る

新

し

い

タ

イ
プ

の
佛

教

學

者

で
あ

る
。

 

他

方
、

シ

ナ
學

系

の

チ

ベ

ッ

ト
學

者

は
、

シ
ナ
人

の
傳

聞

を

記

録

し

た

も

の
な

ど

の
研
究

か

ら

は
早

く

か

ち

脆
皮

し

て

い
た
。

本

來

の
チ

ベ

ッ
ト
語

に

と
り

ヨ
ー

ロ

ッ

パ

の

チ

ベ

ッ
ト
學
 
(
山

口
)
 

三

一

一
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ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の

チ

ベ

ッ
ト

學
 
(
山

口
)
 

三

一
二

く

み
、

チ

ベ

ッ
ト
人

自

身

に
よ

る
各

種

の
記

録

を

分

析

し
、

積

み

重

ね

て

い

つ

た
。

彼

等

の
数

は

少

な

か

つ
た

が
、

む

し

ろ
、

今

日

の

チ

ベ

ッ
ト
プ

ロ
パ

ー

の

研

究

方

向

を
盛

り

上

げ

て

い

つ
た

観

が

あ

る
。

た

と

え

ば
、

パ

リ
 
E
c
o
e
 d
e
s
 H
a
u
te
s
 E
tu
d
e
s
 の
 
R
o
lf

A
.
 St
e
in
 教
授
 
(
宗

敢

學
)
 
は

こ

の

ケ

ー

ス

を

代

表

し
、

ロ

ー

マ
 
I
sM

E
O
 
の
 
L
u
c
c
ia
n
o
 P
e
te
ch

敬

授
 
(
東

洋

史
)
 
と
共

に
、

今

日

西
欧

の
最

も

指

導

的

な

チ

ベ

ッ

ト
學

者

で

あ

る
。

今
、

指

導

的

な

學

者

と

い

つ
た

が
、

有

名

な
 
T
u
c
c
i
 教

授

は

こ

の
黙

も

含

め

て
あ

ら
ゆ

る
意

味

で
別

格

的
存

在

で
あ

る
。

同

敢
授

の
最

大

の
業

績

は

こ

れ
ま

で

の
チ

ベ

ッ
ト
學

の

成
果

を
綜

合

整

理

し

て
將

來

の

チ

ペ

ッ
ト
學

の
色

々

の
方

面
、

様

々

の
道

を

こ

と
細

か

く

明

示

し

た

と

こ

ろ

に

あ

る

だ

ろ
う
。

今

日

も

爾

お

丁

第

一
線

に

立

つ

て
獲

掘

に

探
瞼

に
肚

者

を

凌

ぐ

活

躍

を

績

け

て

い

る

こ
と

は

周

知

の

と

こ

ろ

で

あ

る
。

門

下

に

は
、

P
e
t
e
c
h
 敢

授

を

は

じ

め
、

先

に

の

べ
た
 
S
n
e
llg
r
o
v
e
,
 米
國

の

ワ

シ

ン

ト

ン
大

學

の

W
y
l
ie
 な

ど

の
諸

氏

が

輩

出

し

て

い

る
。

早

逝

を

惜

し
ま

れ
た

A
.
 F
e
r
r
a
r
i
 嬢

も

そ

の

一
人

で

あ

る
。こ

の
 
T
g
c
c
i
 敢

授

と

並

ん

で
、

違

つ

た
意

味

で
、

現
在
、

西

欧

き

つ
て

の

チ

ペ

ッ
ト

通

と

い

わ

れ
る

の

は
、

イ
ギ
リ

ス
 
(
ス

コ

ッ
ト

ラ

ン
ド
)
 の
 H
u
g
h

R
ic
h
a
r
d
s
o
n
 氏

で
あ
ろ
う
。
長

い
チ
ベ
ッ
ト
滞
在

の
髄
験
を

通
じ
て
得

ら
れ
た
文
化

一
般

の
造
詣

は
高

く
評
債

さ
れ
て

い
る
。
既

に
い
く

つ
か

の
す
ぐ
れ
た

著
作
-
碑

文

の
研
究
、

カ

ル
マ
パ
の
歴
史
、

チ
ベ

ッ

ト
史
 
(
特

に
近
代
史
)
 
-
も
公
刊

し
て

い
る
。

-
〇
-

チ
ベ

ッ
ト
は
古

く
か
ら
禁
断

の
國
と
し
て
数
多

く

の
探
瞼
家

の
夢
を
さ
そ

つ
た
。
從

つ
て
、
こ
の
地
を
訪

れ
た
人

々
、
滞
在
し
た
人

々
の
記
録
は
霧
し
く
、

今

爾

お
、

こ

の
種

の
出
版
物
は
あ
と
を
た
た
な

い
。

 
實
際
、

圭
と
し

て
こ
の
種

の
人

々
の
う
ち
か
ら

チ

ベ
ッ
ト
學

の
基
本

に
な
る
業
績
が
現

れ
は
じ
め
た

の

で
あ
る
。
先
ず
、
C
s
o
m
a
 de
 K
o
r
o
s
 
の
チ
ベ
ッ
ト

語
文
法
 
(
1
8
3
4
)
 

が
そ

の
は
し
り
を
つ
と
め
た
。

つ

い
で
、
約
三
十
年
を
経

て
、
S
ch
la
g
in
t
w
e
it
 の
著

作
、

更

に
、
十
年
遅

れ
て
 Y
a
s
c
h
k
e
 の
字
典
が
世

に
出
た
。

こ
の
頃

か
ら
、

チ
ベ
ッ
ト
學

は
次
第

に
人

を
得

て
活
氣

を
呈

し
始

め
た
。

郎
ち
、
S
a
r
a
t
 
C
a
n
-

d
r
a
 D
a
s
,
 
L
.
 
A
 W
la
d
d
e
l
 等

が
輩
出
し
た

の
で
あ

る
。

一
八
九

九
年

に
は
 
D
e
sg
o
d
in
s
 其

の
他

に
ょ

る
字
典

が
、
績

い
て

一
九
〇
二
年

に

は
 
D
a
s
 の
字

典
が
出
版

さ
れ
た
。

 

こ
の
頃
、

我

が
國

か
ら
始
め

て
の
河

口
慧
海
師

の

入
藏

が
あ

つ
た
。
少

し
遅

れ
て
青
木
文
敏
、

多

田
等

観

先

生
等

が

チ

ベ

ッ

ト
に

入

つ
た
。

同

じ
頃
、

イ

ギ

リ

ス
の
 C
h
a
rle
s
 Be
ll
,
 
M
a
c
d
o
n
a
l
d
 

フ

ラ

ン

ス

の

D
a
v
id
-N
e
e
l
 な

ど

も

こ

の
國

を
訪

れ

た
。

こ

の
う

ち
、

十

一
年

を
 
S
e
r
a
 th
e
 g
o
h
e
n
 g
lin
 
の
正

規

の
學

僧

と

し

て
過

し

た
多

田

等

観

先

生

は

十

三

世

ラ

マ
に
最

も
近

く
、

將

來

し
た

チ

ペ

ッ
ト
文

鰍

は
、

そ

の
量

に

お

い

て
も

質

に
お

い

て
も

世
界

一
の
も

の

で

あ

つ

た
。

こ

の

一
九

〇

〇

年

代

か
ら

チ

ベ

ッ
ト
學

は

本

格

的

研

究

時

代

に
入

つ

た
観

が

あ

つ
た
。

當

時

の
代

表

的

存

在

は
 
F
ra
n
c
k
e
,
 La
u
fe
r
 で

「
ダ

ラ

イ

ラ

マ
の

歴

史

」

を

か

い

た
 
S
c
h
u
le
m
a
m
m
 
も

こ
れ

に
加

え

ら

れ

よ

う
。

三

〇

年

代

に

な

る

と
 
B
e
ll
 の
三

部

作
、

D
a
v
id
-N
e
e
l
 等

の

チ

ペ

ッ
ト
紹

介

が

績

い

て
現

れ

た
。

同

じ

頃
、

既

に
 
J
a
c
q
u
e
 
B
a
c
o
t
,
 G
.
 C
h
.

T
o
u
ss
-a
n
t
,
 
F
.
 
W
.
 

T
h
o
m
la
s
,
 G.
 T
u
c
c
i
,
 等

が

チ

ベ

ッ

ト
學

の

主
流

を
構

成

し

は

じ

め

た
。

又
、

我

が

國

で

も
大

谷
大

學

の
北

京

版

カ

ン
ジ

ュ

ー

ル

・
目

録

が
出

版

さ

れ
、

吹

い

で
多

田
等

観

先

生

が

デ

ル

ゲ
版

カ

ン
ジ

ェ
ー

ル
、

テ

ン
ジ

ュ
ー

ル
の
纏

目

録

を

完

成

し

た
。

こ

れ

ら

は

チ

ベ

ッ
ト
學

の
獲

展

に

寄

せ

た
我

が

國

の
初

の
貢

鰍

だ

つ
た

が

お

そ

ら

く
、

又
、

現

在

迄

の
最

高

の
寄
與

で

も

あ

ろ

う
。

四

〇

年

前

後

に

は
、

B
a
c
o
t
,
 
T
o
u
s
sa
n
t
,
 Th
o
-

m

a
s
 の

グ

ル
ー

プ

が

チ

ベ

ッ
ト
古

代

史

に

と

り

く
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み
、

特

に
緻

煙

チ

ベ

ッ
ト
文

書

の
債

値

を

は

つ
き

り

世

に
示

し

た
。

他

方
、

イ

タ

リ

ヤ

で

は
 
T
u
c
c
i
 教

授

が
 
I
n
a
o
-
T
i
b
e
t
i
c
a
 

を

獲

表

し
績

け
、

P
e
te
c
h

教

授

が

新

た

に
學

界

の
列

に

加

わ

つ
た
。

又
 
G
.
 N
.

R
o
e
r
ich
 
敢
授

も

こ

の

頃

チ

ベ

ッ

ト
學

界

に
登

場

し

た
。

一
九

四

九

年

に

は
、

T
u
c
c
i
 教

授

の
 
T
ib
e
ta
n

p
a
in
te
d
 s
c
r
o
lls
 三
巻

が
刊

行

さ

れ

て
、

チ

ペ

ッ

ト
學

は

こ

こ
に

一
時

期

を
劃

す

る

こ

と

に
な

つ
た
。

職

前

と
職

後

の
境
、

過

去

と
現

在

の
チ

ベ

ッ
ト
學

界

の
匿

切

り

が

つ
け

ら

れ

た
。

確

か

に
、

こ

の
書

の
二

巻

を

埋

め

る
論

述

は
、

チ

ベ

ッ
ト
學

の
集

大

成

で

あ

り
、

T
u
c
c
i
 教
授

を

え

な

く

て
は

世

に

出

な

い

名

著

で
あ

る
。

換

言

す

れ

ば
、

今

日

の

チ
ベ

ッ
ト
學

は

す

べ

て

こ

こ
か

ら

出

獲

す

る

と

い

つ

て
も
過

言

で

は

な

い

だ

ろ
う
。

一
九

五

〇
年

代

に
入

る

と
、

フ

ラ

ン
ス

で
は
 
S
te
-

in
 教

授

が

チ

ベ

ッ

ト

學

界

に
も

頭

角

を

示

し
始

め
、

ド

イ

ツ
で

は
、

H
.
 H
o
f
fm
a
n
n
 教
授

が
 O
u
e
l
l
e
n
,

g
io
n
 を

獲

表
、

イ

タ

リ

ヤ

で

は
、

P
e
t
e
c
h
 敢

授

が

名

著
 
C
h
iu
a
 a
n
d
 T
ib
e
t
 i
n
 th
e
 e
a
r
ly
 1
8
th

c
e
n
tu
r
y
 を

公

に

し

た
。

こ

の
著

作

は
、

チ

ベ

ッ
ト

史

研

究

に
 
r
n
a
m
 
th
a
r
 (
傳

記
)
 
の

分

析

が

ど

の

よ

う

な

重

要
性

を

も

つ
か

と

い

う

こ
と

を
具

髄

的

に

教

え
、

チ

ベ

ッ
ト
史

研

究

法

の
範

を

示

し

た

も

の

と

い
え

る
。

G
.
 N
.
 R
o
e
r
ic
h
 
の
 
D
e
d
 th
e
r
 s
n
o
n

p
o
 
の
全
課

も

こ

の
頃

出

來

た
。

又
、

五

二

年

に

は
、

シ
ナ

學

の
槽

威
 
P
a
u
l
 D
e
m
ie
v
ille
 敏

授

が
 
L
e

c
o
n
c
ile
 d
e
 L
h
a
sa
 
I
を

公
刊
、

チ

ベ

ッ

ト

學

界

に
波

紋

を
投

じ

た
。

こ

れ
は

ペ
リ

オ

の
轍

煙

文
書

の

う

ち

に
あ

つ
た

「
頓

悟

大

乗

正

理

決
」

な

る

も

の

の

徹

底

的

解

明

を
通

じ

て
吐

蕃

王
朝

の
佛

教

受
容

が

イ

ン
ド
佛

教

と

シ

ナ
佛

敏
 
(
暉
-
荷

澤

宗
?
)
 
の
二
番

澤

一
を

迫

ら

れ

た
事

情

を

説

明

し

た

も

の
で

あ

つ
た
。

こ

れ

に
鷹

え

て
五

八

年
、

T
u
c
c
i
 教

授

は
 
M

in
o
r

B
u
d
d
h
is
t
 T
e
x
t
s
 の
第

二

巻

を

議

表

し
、

ラ

ッ
サ

の
 
c
o
m
c
ile
 を
 
b
sa
m
 y
a
s
 と
修

正

し
、

併

せ

て

b
sa
m

y
a
s
 建

立

當

時

の
諸

問

題

を

廣

く

論

じ

た
。

と

く

に
、

rN
in
 m
a
 p
a
 の
う

ち

に

あ

る
 
r
d
z
o
g
s

c
h
e
m
 p
a
 が

シ

ナ
佛

教
、

輝

の
系

統

の

も

の

で

あ

る

と

い
う

注

目

す

べ
き

議

言

を

し

た
。

 

こ
れ

に

先

だ

つ

て
、

T
u
c
c
i
 教

授

は
 
T
h
e
 T
o
-

m
b
s
 o
f
 th
e
 T
ib
e
ta
n
 
K
im
g
s
 を

議

表
、

Y
a
r

k
h
u
n
 
王
朝

の
遺

跡

調

査

の
結

果

を
論

じ
、

又
、

少

し

お

く

れ

て

五

二

年

に

は
 
H
.
 R
ic
h
a
r
d
so
m
 氏

が

A
n
c
ie
m
t
 H
is
to
r
i
c
a
l
 
E
d
ic
t
s
 in
 L
h
a
sa
 を

公

け

に

し

て
、

共

に
古

代

史

資

料

の
歓

を

補

つ
た
。

一
九

五

五

年
、

R
.
 A
.
 S
te
im
 教

授

は

L
'e
p
o
-

la
m
a
i
q
u
e
 を

獲
表

し

た
。

こ
れ

は

ケ

サ
ル

物

語

の

チ

ベ

ッ

ト
語

版

の
テ

キ

ス
ト
全

文

と

そ

の
翻

課

に
脚

注
、

更

に
、

固

有

名

詞
、

難

解

語

句

の
説

明

を
附

し

索

引

を

つ
け

た

も

の

で
あ

つ
た
。

次

い

で
、

五
九

年

に
は
、

R
e
c
h
e
r
c
h
e
s
 s
u
r
 l
'ep
o
p
e
e
 e
t
 le
 b
a
-

r
d
e
 a
u
 T
ib
e
t
 を

出
版

し
、

チ

ベ

ッ
ト

の
厳

事

詩

と
吟

遊

詩

人

と

を

め

ぐ

つ
て
、

そ

の
該

博

な

シ
ナ
學
、

チ

ベ

ツノ
ト
學

の
智

識

を

駆

使

し

て

ケ

サ

ル
研

究

の
集

大

成

を

途

げ

た
。

一
九

五

六

年

に
、
R
e
n
s
 d
e
 N
e
b
e
s
k
y
-
W
o
jk
o
-

w
itz
 は
 
O
r
a
c
l
e
s
 

a
n
d
 D
e
m
o
n
s
 of
 T
ib
e
t
 を

獲

表

し

て
、

チ

ペ

ッ

ト
佛

敏

の
諸
神
 
c
h
o
s
 s
k
y
o
n
、

(
d
h
a
r
m
a
p
a
l
a
)
 

を

は

じ
め

と

す

る

各
種

の
紳

々

の

性

格
、

由

來

そ

れ
ら

に

ま

つ
わ

る
儀

軌
、

民

間

に
於

け

る

信

仰

状

態
、

更

に
、

紳

託

を

め

ぐ

つ
て

そ

の
考

古

と

實

髄

調

査

を

通

じ

て

の
綜

合

的
研

究

を

世

に

示

し

た
。

同

じ

年
、

H
o
ff
m
a
n
n
 
教

授

は
 
D
ie
 R
e
lig
io
-

n
e
n
 T
ib
e
t
 を

獲

表
。

他

方

I
sM

E
O

は
、

J
.
 
F
.

R
o
c
k
 
の
 
T
h
e
 
A
m
n
y
e
 
M

a
 
c
h
h
e
n
 
r
a
n
g
e

a
n
d
 a
d
ja
c
e
n
t
 re
g
io
m
s
 を

公
刊

し

て
、

青

海

地

方

現

地

踏

査

を

通

じ

て

の
歴

史

地

理

の
研

究

を
獲

表

し

た
。

五

八

年

に

は
、

P
e
t
e
c
h
 
教

授

が
、

A
e
h
o
m
s
a

P
e
r
r
a
r
i
 嬢

の
遺

稿

を

整

理

補

正

し

て
 
m
k
'
y
e
n

ヨ
ー

ロ

ッ

パ

の

チ

ベ

ッ
ト
學
 
(
山

口
)
 

三

一
三
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ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
チ

ベ

ッ
ト
學
 
(
山

口
)
 

三

一
四

t
r
o
l
 T
ib
e
t
 を
獲

表
、

六

二
年

に

は
、

T
u
r
r
e
ll
 V
.
 

W
y
l
i
e
 教

授

が
、

T
h
e
 G
e
o
g
r
a
p
h
y
 o
f
 T
ih
e
t

a
c
c
o
r
d
in
g
 
to
 
th
e
 
'D
z
a
m
.
 
g
lin
g
-r
g
y
a
s
-

b
sh
a
d
 を

獲

表
、

い
つ

れ

も
、

テ
キ

ス
ト

と

醗
課

と

に
詳

細

な
注

を

附

し

た

も

の
で

あ

る

が
、

チ

ベ

ッ
ト

歴

史

地

理

の
重

要

に

し

て
基

本

的

な

業

績

と

な

つ
た
。

六

〇

年

代
、

つ
ま

り

今

日

の

チ

ベ

ッ
ト

學

界

に

は

既

に

の

べ
た

人

々
の

他

に
 
R
.
 A.
 St
e
in
 
教

授

門

下

の
人

々
が
加

わ

り

つ

つ
あ

る
。

こ
れ

ら

の
人

々

の
う

ち

か

ら

は
、

先

ず
、

A
.
 M
a
c
d
n
a
l
d
 夫

人

を

學

げ

ね

ば

な

ら

な

い
。

彼

女

は

六

二

年
、

L
e
 M
a
n
d
-

a
la
 
d
u
 
M
a
p
j
u
c
r
i
m
u
l
a
k
a
l
p
a
 

を

出

版
、

六

三

年
 
P
re
a
m
b
u
le
 a
 la
 le
c
tu
r
e
 d
'u
n
 r
G
y
a
-B
o
d

y
ig
-c
h
a
n
 を

獲

表

し

た
。

後

者

は

チ

ベ

ッ

ト

史

を

得

意

と
す

る
彼

女

が

本

領

を

獲

揮

し

た

す

ぐ

れ

た

論

文

で
あ

る
。

六

四

年

か

ら
、

轍
煙

チ

ベ

ッ
ト

文

書

の
專

門
家

で
あ

つ
た
 
L
a
lo
u
 教

授

退

官

の
後

を

縫

い

で
 
E
c
o
le
 d
e
s
 H
a
u
te
s
 E
tu
d
e
s
 歴

史
、

文

鰍

學

部

で

チ

ベ

ッ
ト
學

の
講

座

を
捲

當

し

て

い

る
。

夫

君

も

同

じ

く
 
S
t
e
im
 教

授

門

下

で
 
r
o
-sg
r
u
n

を

中

心

に

し

た
比

較

説

話

學

を

專

攻

し

て

い
る
。

極

東

學
院

の
 
D
a
v
id
 
S
e
y
fa
r
t
 R
u
e
g
g
 
氏

は

す

ぐ

れ

た
佛

教

學

者

で
あ

る

が
、

チ

ベ

ッ
ト
學

に
於

い

て
も

完

全
な

專

門

家

が

あ

つ
て
、

B
u
 s
to
n
 の
傳

記
 
(
課

注
)
 
を
 
I
sM

E
O
 
か

ら
出

版

す

る

こ

と

に
な

つ
て

い

る
。

彼

も

チ

ベ

ッ
ト

學

で

は
 
S
t
e
in
 門

下

の

一
員

で

あ

る
。

民

俗

學

の
 
C
.
 G
e
s
t
 氏

は
、

既

に
、

ネ

パ

ー

ル

各

地

を

何

度

か

訪

れ
 
(
S
n
e
llg
ro
v
e
 教

授

と

共

に
)

D
o
l
-
p
o
 
の
調

査

に

も

當

つ
た
。

チ

ベ

ッ

ト

語
、

ネ

パ

ー

ル
語

等

に
堪

能

で
、

そ

の
業

績

か
ら

も

既

に

定

評

は
あ

る

が
、

こ

の
方

面

で
將

來

を

期

待

さ

れ

る

第

一
人

者

で
あ

る
。

ま

だ
大

論

文

こ
そ

出

し

て
は

い

な

い

が
、

B
lo
n
-

d
e
a
u
 夫

人

は

恐

ら

く
す

ぐ

れ

た

チ

ベ

ッ
ト

學

者

に

な

る
器

で
あ

ろ
う
。

現

在

は

占

星

と
馨

學

と

に

つ

い

て
研

究

を

す

す

め

て

い
る
。

フ

ラ

ン
ス

の

チ

ベ

ッ

ト

學

は
、

B
a
c
o
t
 敏

授

以

來
、

猫

立

の

チ

ベ

ッ

ト
學

と

し

て
議

展

を

績

け

て
來

た

が
、

B
a
c
o
t
 教
授

の
後

は
、

L
a
lo
u
 敬

授

と
、

S
te
in
 数

授

と

に

よ

つ

て
纏

承

擾

大

さ

れ

た
。
L
a
lo
u

教

授

の
席

は

六

一二
年
 
M
a
c
d
o
n
a
l
d
 

夫

人

に

ょ

つ
て

占

め
ら

れ

た
。

い
ず

れ

も
 
E
c
o
l
e
 P
r
a
ti
q
u
e
 de
s

H
a
u
te
s
 E
t
u
d
e
s
 
(
=
E
.
 
P
H
.
 
E
.
)
 

(
高

等

學

術

研

修

院
、

ナ

ポ

レ
オ

ン
の
命

に

よ

り
專

門

學

者

の
養

成

機

關

と

し

て
設

立

さ

れ

た
。
)
 の
中

に
講

座

を

も

ち
、

S
t
e
i
n
 教
授

は
宗

教

學

部

に
、

M

a
c
d
o
n
a
ld
 夫

人

は

史
學

文

獄

學

部

に

厩

す

る
。

又
、

六

二

年

の

秋

(
新

學

年
)
 
か
ら

パ

リ

の
外

語

大

學
 
(
俗

に

東

洋

語

學

校

と

い
う

が
、

フ

ラ

ン
ス
以

東

の
外

國

語

を

學

ぶ

學

校

で
あ

る
。
)
 E
c
o
le
 d
e
s
 L
a
n
g
u
e
s
 O
r
ie
m
ta
-

le
s
 V
iv
a
n
te
s
 で

は

チ

ベ

ッ

ト

語

科

が
創

設

さ

れ

た
。

S
te
in
 敢

授

が
捲

當
、

初

中

上

の
三

級

に

わ

か

れ
、

チ

ベ

ッ
ト

の

ラ

マ
に

よ

る
演

習

は

週

八
時

間
、

昨

年

六

月
、

は

じ

め

て
初

級

の
卒

業

生

二

名

を
出

し

た
。

こ

こ
で

敏

え

る

の
は

現

代

チ

ベ

ッ

ト
語

で
あ

る

が
、

現

代

チ

ベ

ッ
ト

語

を

學

ぴ
終

え

た

人

々
に

よ

つ

て
開

か

れ

る

チ

ベ

ッ

ト
學

の
將

來

は

大

い
に

期
待

さ

れ

て
よ

い
だ

ろ
う
。

E
.
 P.
 H.
 E
.
 で

は
、

二

つ
も

チ

ベ

ッ

ト

に
關

し

た

講

座

は

あ

る

が
、
い

つ

れ

も
、
高

度

に
專

門

化

し

た

内

容

を

も

つ
た

め

初

心

者

に

は

と

て
も

つ

い

て
ゆ

け

な

い
。

從

つ

て
、

初

級

の

チ

ベ

ッ

ト
語

は

パ

リ

の
外
語

大

學

で
現

代

チ

ベ

ッ

ト
語

を

學

ぶ

か
或

は
、

自

習

猫

學

す

る

以

外

に

方

法

は

な

い
。

大

膿
、

フ

ラ

ン

ス
で

の
事

情

は

右

の
よ

う

だ

が
、

つ

い

で

に
、

こ
れ

ま

で

に
書

き
洩

し

た

人

々

の

こ
と

を

加

え

る

な

ら
、

次

の

よ

う

で

あ

る
。

北

欧

で

は
、

ウ

プ

サ

ラ

に
 
T
o
m
i
 S
c
h
m
id
 女

史

が

い

て
、

S
v
e
n
 H
e
d
im
 
の
齎

し

た

チ

ベ

ッ

ト

關

係

の
資

料

を
整

理

研

究

し

て

い

る
。

特

に
、

読

話

關

係

や
、

民

俗

學

的

分

野

で

の
貢

鰍

が
顯

著

で
あ

る
。

オ

ス

ロ

ー

に
は

サ

ン
ス

ク

リ

ッ
ト

の
 
N
ils
 S
im
-

o
m
s
s
o
n
 
敏
授

が

チ

ベ

ッ

ト
學

を

推

進

し

て

お

る
。
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大
學
圖

書
館

に
は
 r
n
in
 m
a
 p
a
 關

係

の
貴
重

な

藏
書

が
あ
る
。

コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ

ン
王
室
圖

書

館

に
は

古

代

史

の

E
r
ic
k
 H
a
a
r
h
 氏
が
お
り
、

チ

ベ

ッ

ト
音
樂
 
(
民

俗
學
)
 を
專
攻
す
る
 
P
e
te
r
 王
子

と
共

に

こ

の
國

の
チ
ベ
ッ
ト
學

の
中
核

を
つ
と
め

て
い
る
。

以
上
を
要

す
る
に
、
職
後

の
チ
ベ
ッ
ト
學
は
、

全

く
新
ら
し

い
時

代
を
迎
え
、

外
に
封
し
て
は

チ
ベ

ッ

ト
學
と
し
て
分
野

の
凋
立
を
得

た

一
方
、

内
側

で
は
、

分
科

し
て
專
門
化

の
傾
向
を
た
ど
り
は
じ
め
た
。

云

い
方

を
攣
え

て
見
る
と
、

探
瞼
家

に
よ
る
報
告

な
ど

も
含

め
て
チ
ベ

ッ
ト
に

つ
い
て
の

一
般
的
研
究

は

一

鷹

一
周
り

一
段
落
し
た
と
い
い
た
い
の
で
あ

る
。
今

後
、

チ
ベ
ッ
ト
學
者
と
し
て
研
究
獲
表
な

ど
さ
れ
る

方

々
に
こ
の
黙
充
分
御
認
識
頂
き
た

い
こ
と
で
、
既

に
、
海
外
で
香

し
く
な
い
評
到
を
得

て
い
る
事
實

も

あ
る

こ
と
だ
け

お
傳

え
し
て
置
き
た

い
。
そ

し
て
、

日

本

の
チ

ベ

ッ
ト
學

は
、

残

念

な

が

ら
、

ヨ
ー

ロ

ッ

パ
に

比

べ
て
大

へ
ん
遅

れ

を

と

つ
て

い
る

こ

と

も

率

直

に

認
識

し

て
頂

き

た

い

の
で

あ

る
。

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の

チ

ベ

ッ
ト
學
 
(
山

口
)
 

三

一
五
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